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201 1 年の世界の不登校研究の概観 




筆者は1980 年から1990 年までの研究の概観を行い,その継続研究として1991年から2002年 
までと2011年はERICおよびPSYCHOLOGにAL ABSTRACTS の, 2003年から2010年までは 
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワードschool attendance, 
school dropouts, school phobia , school refusalを持つ文献を分類してきている。その継続研究と 
して201!年の文献98 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
Key、 vords : school attendance, school dropouts, school phobia, school refusal 
I はじめに 
筆者（1992a）は,諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および 




ると考え, 1991 年からそれぞれの年の文献について継続研究を行ってきた 
(1992b, 1993,1994, 1995,1996, 1997,1998, 1999, 
2000,2001,2002,2003,2004,2005,2006,2007,2008,2009,2010,20l1) 
本研究は, 2011 年の文献についての継続研究である。ERIC データベースはnfl A,LUV.)年以 
降，データベースの検索方法を変更したため, 2003 年以降の文献については,年毎の検 
索ができなくなっていたが,確認をしたところ年毎の検索が利用可能になっていた。今回 
の研究では，2003 年以前の研究と同様, ERIC データベースと DIALOG データベースの 





なお，1990年～2011年までのERICおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS での不登校 












400 -44-ERIC refusal 
300 ctJtrPA attendance 
200 -0-PA dropouts 
100 -rt=PA phobia 
0 一ー＝一PArefusal 
ずずずず’ず,ずずずず 
件， school refusal に関する文献は 8 件であった。DIALOG 
2011 年につい 
て, ERIC データ 
ベー ス で は, 
school attendance 
に関する文献が 
263 It , school 
dropouts に関する 
文献が 202 件, 
school phobia に 
関する文献が 4 
データベースでの 
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関する文献が805 件，school 
dr叩outs に関する文献が334件，school phobia に関する文献が425 件, school refusalに関 
する文献は225 件であった。 
ERにデータベース477件, PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSデータベースL789件の文 
献の中で不登校との関連が考えられる 98 件について,キーワード毎に分類し，研究の概 
観をする。 
～ 各キーワード毎の研究の概観 
ここで取り上げる研究は, 2012年6月現在, ERIC及びPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS 
(PsyclNF0 データベース）において検索し，不登校との関連が考えられる2011 年分として 
収録されている文献である。ここでは, 日本の幼稚園・保育所から高等学校に対応する学 
年までの不登校との関連が考えられる文献を取り扱っている。 
1 school attendance に関する研究の概観 








測因子を調査研究することが目的である。参加者は，平均年齢38.6 歳の34 人の母親と5 人の 
父親,計39人の親であり，平均年齢4.50 歳の19人の女子と20人の男子の3 - 6 歳の児童の 










































るために研究を行っている。L187 人の1 年間にわたってのサラマンカメンタルヘルスサービ 
スを受診していた患者が対象者であった。社会実態的人口統計学，臨床面接,GHQ-28, SCL-
90-R,予想尺度を通して収集された臨床的メンタルヘルスサービスによる変数を用いている。 














































GonzaLez ら（2011）は, school attendance にも関連するが，school phobia, school dropoutsにも 
関連しており, school phobiaで取り上げることとする。 
Maughan と Troup (2011)は，学校看護よりもガイダンス・カウンセラーが推奨された比率へ 
のコンプライアンスになぜ成功してきたのかの理由を特定することを願い，20 世紀の間の学 
校ガイダンスと学校看護の立法上の進化を調査研究している。文献の概観は, CINAHL, 
















Austin ら（2011)は，school attendance にも関連するが, school reんsalにも関連するので, 
school reflisalで取り上げる。 
Stephens と Lindsey (2011)によると, スクールカウンセリングプログラムに対してアメリカ 




























Schwerdt と West(2011)は,フロリダ州全体の学籍管理データを用いて，10 年生を通して生 
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徒の成績についての様々な学年形態のある公立学校に登校することへの影響を評価している。 
構造的な学校転入学の原因となる効果を特定するため, 3 年生と6 年生でそれぞれ登校した学 
校の期末の評価に基づき，中等学校と高等学校の登校に対する影響と手段を固定した生徒を用 




させ,比較的高い10 年生の中途退学率と関係していることがわかった。9 年生での高等学校 
への転入学が比較的小さな一度限りの成績の落ち込みとはなるが，生徒のパフオーマンスの軌 
跡を変えるものではない。 
2 school dropouts に関する研究の概観 
20 I I 年のschool dropouts をキーワードに持つ文献536 件（ERIC202 件，PA334 件）のうち,関 











































つのフランスの部門で, 2009 年度の9 つの英国の地方自治体で研究を行った。研究には,子 
どもと専門家との面接と同様に観察と二次データ分析が含まれている。 
Gonzalez ら（2011)は, school dropouts にも関連するが, school attendance, school phobiaにも 
関連のある文献であり，school phobia で取り上げることとする。 








Gold就emn とDeVries (2011）は,第7 版で学習障害（LD）と注意欠陥多動性障害（ADFID）の履歴 
のある人々の児童期と青年期の背景情報を提供することから始めている。10 章では,治療処 
置に焦点を当て, LDとADHD の履歴のある成人に向けられる医学的,非医学的，教育的な治 
療介入に関する研究の概観から始めている。第1版の刊行以来12 年が経過し, この間に, LD 
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やADHD である,あるいはそうではない,すべての生徒が独立した生計と競争的職業にうま 
く移行できるように準備をするために,学校の効果を評価することが強調されてきた。第7 版 
では, LDとADHD の個人に対する青年と成人に焦点を当てている。 
Langberg ら（2011）は,早期の児童期である平均年齢8.5 歳の時に，注意欠陥多動性障害 
(ADFID) 混合型の診断基準を満たしていた,平均年齢16.8 歳の青年男女において,学校の評 
価によって測定されたパフオーマンスと,標準化されたテストの点数によって,成績の予測要 
因を調査研究している。ADHD 薬使用，特別支援教育サービスを受けている，学級のパフオ 













Porche ら（2011)は,アフリ力系アメリカ人，アフリ力系カリブ人，アジア人, ラテン系,非 
ラテン系の白人を国家的に代表する,協働精神医学的疫学的調査からのデータを用いて, 21 















Mel食en ら（2011）は,DSM-～の社会恐怖の診断基準を満たす8 ~ 14歳の白人の子ども44 人 











トが提供される。活発な比較要因が不安障害に対して，その他のエビデンスに基づく CBT プ 
ログラムで確立されなければならない。 




データから，123 校のCIS の高等学校と123 校の一致する比較群の高等学校について，学校レ 









学校に対して明確な認識をしているLD の生徒は, 中等教育後の教育を追求するつもりであり， 
大学または高い評価を修了することを切望していた。 
Franklin と Ketly(201Dによると,中途退学を含む重大な問題から若者が立ち直るのを援助す 
ることについては多くのことが分かってきている。中途退学防止に関しては,学校にとどまら 
せるか,中途退学しているのであれば学校に復帰させるかを若者に援助するよりも,中途退学 








Verdugo (2011)は, 13 歳の時に4年早くこの同じ集団と比較すると，17 歳の集団の中で数学 
得点が報告されたNAEP が上方に偏っている点に留意することにより調査研究している。卒 




ら出される2つの結論があり，第1には, 8年生の得点を彼らが17歳であるとき, 4 年後に起 





Kearney (2011）はschool dropouts にも関連するが, school reんsalで取り扱うこととする。 
Kelly と Franklin(201 I )は,生徒が高等学校を中途退学するのを予防する，最良の治療介入を 
求め，評価し,選択する，エビデンスに基づく実践過程（EBP）を用いた事例研究を提示してい 
る。具体的には，プロセス・モデルは社会福祉と学校精神衛生の分野でEB P の研究者が提唱 
したものである（Garnbrill,2007;Gibbs,2003 ;Kel以2008; Raines,2008) 。この5 段階のプロセス・モ 










即an (20 Il）によれば，教育的達成を改善する努力は，高等学校中途退学の危機によって妨 
げられる。州知事がより高い教育との接触と成功を改善するために変化を要求している一方で, 
100 万人以上の16 ~ 19 歳の若者が学籍登録されず,高等学校の卒業証書を持っていない。毎 
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Stiliwell ら（201Dは, 2008 年度の公立学校での9 ~ 12 年生の中途退学データと,高等学校 
卒業者数（AFGR）を用いて分析している。(1）アメリカ合衆国, 50 州とコロンビア特別区で, 
2008 年度に公立学校3,039,015 人の生徒が卒業証書を受領し,卒業率は75.5 ％であった。アジ 
ア太平洋諸島の生徒の卒業率が91.8％と最も高かった。(3) 2008 年度と2007年度を比較すると， 
22 州とコロンビア特別区で,卒業率が増加した。(4)50 州とコロンビア特別区では, 9 ~ 12 
年生から, 607,789 人の中途退学者の報告があり，2008 年度では4.1 ％の中途退学率であった。 
(5）中途退学率は,卒業率と同様に上昇している。(6）アジア太平洋諸島で中途退学率が2.4%, 
白人の生徒が2.7％と最も低かった。(7）中途退学率は，2008年度と2007 年度を比較すると, 2 
つの州とコロンビア特別区で増加し, 3 つの州では同じであった。(8)45 州とコロンビア特別 
区で中途退学率に性差があり,男子,. '0I3 0 /0,女子2フ％と男子が高かった。 








Lucile Packard 児童健康財団（2011)によると,カリフオルニア教育局が中途退学率を導き出 






Mailcus とSen (2011）によると，GED は高等学校を卒業じない生徒に対する高等学校卒業証 
書と等価であるとしばしば考えられている。GED を獲得した者への労働市場での,中等教育 








学校卒業者,GED 取得者，GED のない者の調査研究を行ってきていた。しかし，この間に生 
徒が卒業をせず学校を離れてしまうことが起こるので,教育者と政策担当者には,特に卒業に 
先立つ年の間の明らかな違いに興味がある。高等学校在学中に,GED 取得者を，GED のない 
中途退学者と高等学校卒業生とに対して比較している。第一に,性別,人種と民族,社会経済 
状況, 自国語，家族構成,親の最終学歴などの様々な人口統計学的特徴を記述している。第ニ 
には, 10 年生での登校状況，成績, 2 年後の12 年生での中等教育後の教育に対する計画によ 
って, GED取得者を卒業生とGEDのない中途退学者とに比較している。 
3 school phobia に関する研究の概観 






















van Steensel ら（201Dによると, 自閉症スペクトラム障害（ASD）の児童青年には不安と不安 
障害のリスクが高いというかなりの証拠がある。特定DSM-IV 不安障害のうち, どちらがこれ 
らの人々に最も起ニるかは不透明である。この問題をはっきりさせるため，メタ分析的技術を 
用いている。IS歳以下のASD の2,121 人の若者を含む31 件の研究を文献のシステマチックな 
概観により特定し，標準化された質問紙あるいは診断的面接を用いて不安障害の存在を評価し 
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を伴う適応障害の形態で軽度の抑うつ状態であり，3.1％が気分変調であった。3 年生の生徒は 











た。参加者は, 8 ~ 14 才の子どもで,不安障害と診断された34 人の男子，21 人の女子，計 







有効性と許容性を評価している。親と教職員と共に, DSM-IV の不安障害基準を満たしている 











参加者は, 12 歳～18 歳の臨床的に不安感のあるl15 人の青年男女とその親である。青年男女 
は,NET, CL[N または待機リスト管理（WLC）の条件に無作為に割り振られた。治療処置群は， 
等価のCBT の内容を受けた。臨床診断面接と質問紙による評価が,基準線の12 週後, 6 カ月 
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後, 12カ月後の追跡調査で行われた。結果として，12週間後の評価は,WLC と比較してNET 
とCLIN の双方に対して,不安診断と不安兆候で，かなり大きな減少が見られた。6 カ月後と 
12 カ月後の追跡調査では,差異はわずかであり, これらの改善は維持されたか,両方の条件 
に対してさらに強化された。より完全なサンプルのNET 群の青年男女の78％は, CLIN 群の 
80.6％と比較して, 12 カ月後の追跡調査での主要な不安診断に対する基準をもはや満たさなか 
った。親と青年男女からの治療処置の信憑性についての評価は，NET に対して高く, CLIN と 




りニック・ベースの CBT にアクセスするのに苦労する家族に対しては, より大きなアクセス 
しやすさで, このアプローチは，クリニック・ベースの治療に信用できる選択肢を提供する。 
Gonzalez ら（2011）は,地域に密着した外来患者精神衛生クリニック（0Mlに）で心理療法サー 
ビスを求める不安についての臨床的に重要な兆候のある, 5 ~ 18 歳の197 人の若者の対象者 
を用いて治療処置消耗の予測因子について調査研究を行っている。(a）臨床医が評価する離脱 
(CR）と（b）治療処置の事前,早期，晩期の段階で特徴で受けられるCR 離脱, という2 つの消 





























団内では考慮されていなかった。27 人の一群の親が, DCD の診断のある子どもに関して, 
Spence の児童不安尺度保護者版を行った（SCA-P,Spence, 1998)。この尺度への反応は,典型的 
な発達の6 ~ 15 歳の子ども（TD）の親35 人のデータと比較された。DCD と診断されている子 



































Limbers ら（2011)は,健康な子どもと小児科クリニックで見られているADHD の子どもとを 
比較することで,小児科クリニックで見られるADI-ID の子どもと親との展望から，健康関連 
の生活の質（I丑tQOL）を評価している。参加者は，ADHD という医者の診断を受けた5 - Is 歳 
の子どもと親である（17 人が一般小児科クリニック, 181 人が精神医学クリニック）。子ども 
と親は, PedsQL (TM) 4.oGeneric Core 尺度を行った。あわせて親はPedsQL 家族影響モジュー 
ルとVanderbilt ADHD診断尺度を行った。結果として,小児クリニックでADI-ID と思われる 
小児科患者は，対応する健康な対象者と比較してかなり低いI-IRQOL を示し,精神医学クリニ 
ックでADHD と思われる小児科患者よりも大幅に高いHRQOL と家族機能を示していた。結 
論として, これらのデータは,子どもと親の展望から，HRQOL に関するADHD の相当な悪影 
響を示していた。 
Van Zalk ら（201Dによると,社会的な不安を抱えた児童青年には，同じように社会的な不安 
があり，弓はこもり行動の特徴がある友人がいるという二とが以前から分かっていた。仲間が 
どのように時間とともに社会不安を社会化するのかは,十分には調査研究されていなかった。 
平均年齢14.29 歳の339 人の女子と495 人の男子，計834 人の若者のサンプルを調査し，その 
3 年後にも追跡調査を行った。データを分析するために，社会的ネットワーク分析ソフトウエ 






Lemer ら（201Dは，注意欠陥多動障害（ADFII ）の子どもの社会的能力を向上させるために, 
集団ベースの親のトレーニング治療介入で,親セラピスト同盟を観察した。Parental Friendship 
Coaching (PFC）と呼ばれている治療介入が,無作為臨床試験の一部として,小集団で32 人の親 
-42ー 







Dc Wit ら（201Dは, school phobiaにも関連するが，school refusalで取り上げることとする。 
Beidel と Alfano (2011）はschool phobiaにも関連するが, school refusalで取り扱う。 












Elkins ら（2011）は, school phobia にも関連するが, school refusalで取り扱う。 
Rose ら（2011)によると,若者の友人関係は発達上の重要な機能を提供するが,内面化する 
兆候が, これらの関係を次第にむしばむかもしれない。友人関係を調整する抑うつ状態と不安 







Scha「氏tein ら（2011)によると, ソーシャルスキルの欠陥は，社会恐怖（SP）の子どもとアスぺ 
ルガー障害（AD）の子どもの間で一般に報告されるカら ともに社会不安の存在を支持するこれ 
らのグループが類似するか独特のスキルの欠陥があるかどうかにかかわらず,直接の比較が不 
足していることは，そのことを不明にするものである。この調査においては, 30 人のSp また 
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は30 人のAD の子どもの社会的行動が,体系化されたロールプレイ相互作用の間に,典型的 
な発達をしている（TD)30 人の仲間集団とを比較した。データは,明白な行動の盲検観察者の 
評価とことばによるコミュニケーションのデジタル音声の分析を用いて分析された。AD と 
TD の子どもとを比較して, sP の子どもは,全体性が＋分ではないソーシャルスキル,実際的 
な社会的行動とは言えない,会話の話題を管理する有効ではない能力,言葉と韻律法にかなっ 
た社会的行動ではない,不＋分なスピーチを示していた。AD と TD の子どもの間には，観察 
者の評価の違いはなかった。強さやピッチのような声の特徴のデジタル分析法を用いると,異 
なった声のパターンが出てきた。具体的には,AD の子どもは, TD の子どもより穏やかに話 
し,低い声のピッチと sp の子どもより,声ではないビッチの変わりやすさを示していた。こ 
のパターンは,‘単調なスピーチとして主観的に聞こえるかもしれない。高められた不安と関連 
した声のパターンと一致して, sp の子どもには, より穏やかに話をし, TD の子どもよりも少 
ない声量の変化があり, より高い声のピッチとAD の子どもより声のピッチの変わりやすさ, 
びくつきがあった。 
Stallard ら（2011)によると, コンビュータ化された認知行動療法（eCBT）の効果は成人の抑う 
つ状態と不安に対しては示されていたが,児童青年に対してはほとんど行われていなった。若 
者に対するcCBT治療介入（Thi吐, Feel, Do）の進展,予備結果，ランダムに統制されたトライ 
アルによるパイロットからのフィードバックを述べている。抑うつ状態か不安のある1.1 ~ 16 
歳の20 人の参加者が,直ちに,あるいは遅れてeCBT にランダムに割り当てられた。親が評 
価した強さと困難さと同様に, 自己申告の不安,抑うつ状態, 自己肯定感，認知を評価するの 
に標準化された尺度が用いられた。フィードバック形式もプログラムに対する若者の見方を評 
価するのに実行された。合計15 人の参加者がトライアルの事前と事後の評価を行い, 17 人が 



















基準に従ってADHDのI-,i 人の青年男女の発端者,ADHD の影響を受けている47 人と影響を 
受けていない89 人の計136 人の兄弟姉妹,年齢と性別がー致した同じ学校の健康な統制群対 
象者136 人であった。すべての参加者と親は,現在とこれまでの人生での参加者のDSMー～精 
神医学的障害に対しての精神医学的構造面接を受けた。結果として,ADHD の発端者の兄弟 
姉妹のADHD の割合（3 4.6%）は，一般集団よりおよそ7倍高かった。ADHD の発端者は,影響 
を受けていない兄弟姉妹（OR 6.38; 95% CI 3.43 to 11.88）や同じ学校の健康な統制群対象者（0R 








Knell (20 11)は,子どもと活動するときに適応されてきている認知行動遊戯療法の概念と目 
































Dombrowski ら（2011）は, school phobiaにも関連するが，school reftisalで取り上げる。 
Miller ら（2011)によると，不安障害は学齢児には一般的であり，文化的集団全体で存在する。 
アボリジニーの人々でのメンタルヘルスの問題に対する文化的に関連した予防と治療介入に関 
しては，ほとんど調査研究は存在しない。確立した認知行動プログラム, FRIENDS 加r Life は, 
アボリジニーの生徒に文化的に関連した豊かな内容を含むものである。192 人のアボリジニー 








織者のAaron T . Beck も含むが，認知モデルへのアクセス可能な導入を提供し，特定の治療的 
技術を示している。若者を治療に導き，効果的なケース概念化を創造し，6 ~ 12 年生で体験 
される臨床上の問題とストレッサーの領域を示す戦略が例示されている。 















(Ehesutan i ら，2010)。ここでは,学校に在籍する人たちでRCADS-P の心理測定特性を調査研 
究を行った。967 人の児童青年の親によって完成されたRCADS-P は高い内的一貫性,テストー 
再テスト信頼性,＋分な収東拡散有効性を示し,学校での対象者において,抑うつと5 つの不 
安障害に特有の内在化した問題の尺度として，RCADS-P をサポートしていた。RCADS-P の 
下位尺度得点を用いて, T一得点の起源によって臨床医が分類決定をする能力を強化させる， 
規範的なデータも報告されている。 
4 school re釦salに関する文献 
20 I I 年のschool reflisalをキーワードに持つ文献233 件（ERICS 件，PA225 件）のうち，関連 
の考えられる34 件を取り上げる。国別では,アメリカ合衆国が21件,オランダがl件, カナ 
ダが9 件，オーストラリアが2 件，英国が5 件, スペインが1 件, ドイツがI件， 日本が1件 
をここでは取り上げることとする。 



































った。感情表出が13 ~ 17 歳の比較的年上の参加者では否定的な感情性と不安の関係に影響す 
ることを，モデレーター分析の結果では示されたが,否定的な感情性と不安の直接的な影響は 
8 -- 12 歳の比較的若い参加者に対しては維持されている。 
H町ne ら（201Dについては, school re旬salにも関連するがschool phobiaにおいて取り上げる。 











































ピューター化された精神医学的面接で測定されるように, Il歳でのPBIと15 歳でのその後の 































Reschke-Hernandez (2011）は, 自閉症の児童の音楽療法研究と治療処置の歴史について，シス 
テマティックな概観を行っている。そのような歴史を理解することは,臨床的な効果を改善し, 
将来の調査研究を形成する上で大切なことである。1940 ~ 2009 年の自閉症の診断の歴史を含 
み, 自閉症の児童の音楽療法実践の強さと限界を概観し，これらの人々の将来の音楽療法の実 













Essau ら（2011)は, 日本と英国の青年男女で不安兆候の頻度を比較し，早い時期の学習体験 



































究は進まなかった。知的障害のある281 人の人々が,AED と関連した副作用を監視するため 












































































































Seligman と Ollendick(201 I)によると，認知行動療法（CBT）は，児童青年の不安障害の治療処 






Me鵬en (201 I）は，school reflisalにも関連するが，school dropouts で取り扱う。 
Swinson (2011)は , Gretchen Gimpet Peacock and Brent R. CoUett (2009-20367-000) による 






Orgiles ら（2011）は, スペインの8 - II 歳の1,407 人の児童の分離不安に関連する最も恐怖 







Be可amin ら（2011）によると,若者の全般性不安障害（GAD）は生後6 ケ月以上の期間にわた 
って，過度の心配,心配を止めることができないこと，少なくともーつの生理的兆候によって 
特徴づけられる。ここでは，(1)不安障害ではない若者からGAD の若者を, (2）その他の不安 
障害の若者から GAD の若者を，最適に識別する複数の領域を調査研究している。(1)不安障 
害ではない若者, (2）その他の不安障害の若者から,GAD の若者を識別する最適なカットスコ 




トにより, 3 つの心配と4 つの生理的兆候が好ましいカットスコアとなり,いくつかの特定の 
心配に高い診断効率が示された。子どもは,あまりGAD の兆候は示さなかった。 
Carroll (20 1 D は,友だちとの関係に関して,小学校をかなり欠席する影響についての調査研 
究の結果が驚くほど不足しているため, この研究を行っている。研究の参加者は6年生の児童 























し, 「しばしば,学校を怠ける行為が13 歳以前から始まる」 （アメリカ精神医学会 
,2000,pp.98,99) 。登校拒否行動は,学校に通うことに対する若者の動機づけられた拒絶や終日 
学級にいることの困難さに関係する（Keamey & SilvermanJ996)。将来の不登校を求める訴えを 
学校に引き起こすー方で，登校拒否や相当な苦悩を拒否する試みとして，延長した欠席，周期 
的な欠席,授業の抜けだし，慢性的遅刻,朝の間違った行動の形で,登校拒否行動は現れるか 
もしれない。問題のある長期欠席には, (a）少なくとも2 週間，全授業日数の少なくとも25% 
の欠席, (b）若者や家族の日課に対する重要な干渉となる少なくとも2 週間の大変困難な授業 
- 56 ー 
出席を体験, (c）欠席が25％以上と定義された日々の欠席の授業日数の任意の15 週の間の少な 






















ERICおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校に関連すると考えられる2011年 
の検索文献総数は2,266 件であり，このうち98 件について取り上げた。文献件数の推移 
は, 1997 年600 件, 1998 年587 件, 1999 年678 件, 2000 年784 件, 2001年1,105 件, 
2002 年し229 件, flAAnLU U.)年1,112 件, 2004年i,nI .) 件, 2005年1,474 件, 2006年1,717 件, 
2007年LnAnI 1.) 件, 2008年2,146 件, 2009年2,260 件, 2010年2,296 件, 2011年2,266 件で 
あり,文献件数としては2001 年から1,000 件を超し,更に増加し続けている。2004 年以 
降の急激な増加が文献の電子化の普及と関連があると考えられる。 
基礎研究としてのERICおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の 
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＜資料：ERICおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献数の年毎の推移＞ 
(I) ERIC データベースでのキーワード毎文献数の推移（2012.6.25 現在） 
' ’ ー ・ ， . 1990 1991 1992 1993 1994 
school attendance 321 284 242 258 IS' 
school dropouts 234 221 177 165 158 
school phobia 2 6 3 6 つ 
school reftisal 12 11 う 8 7 
1999 2000 2001 2002 2003 
school attendance 200 189 203 181 105 
school dropouts 122 126 148 149 71 : 
school phobia 1 0 I 4 l 
school refusal I2 3 つ つ つ 
2008 2009 2010 201 L 
school attendance 329 277 355 nr-)ho.  
school dropouts 122 217 : 180 : 202 
school phobia 7 2 : 6 - : 4 
school reftisal II 17 ! 13 ! 8 
1995 1996 1997 1998 : 
200 208 247 198 
149 130 147 128 
フ 9 3 ; 4 
8 8 7 10 
2004 2005 2006 2007 
187 190 190 241 
l ii : 82 121 : 128 
6 10 6 : 7 
9 : 14 。ノ
 
2) PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS データベースでのキーワード毎文献数の推移（6.25 現 
1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 在 ) 
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414 : 451 
242 : 226 
37 
school reftusal 25 
n . - 
'999 
school attendance 135 
school dopouts 93 
school phobia 73 
school refusal 42 
2008 





school refusal 236 
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